
「ナツノオワリ」  

 

    厳しかった夏の暑さも納まり、秋の涼しさを感じれるようになりました。「この気
温がちょうどええな」「月見バーガー食べにいかな！」このフレーズはなんやかんや
毎年言ったり、聞いたりしていますね。 
 思い返せばこの夏は、人生で一番はしゃいだ夏になりましたか？あの夏祭りも花
火も優勝した体育祭も、自分一人では決して最高な思い出とはならなかったでしょ
う。家族、友人、その他全ての関わってくれる人がこの夏を象徴する全てです。そうい
った感謝の気持ちというのは忘れることなく、日々の生活を送ってください。 

 
今回は作家の西村滋さんの言葉を紹介します。「人間は義務だけではだめだ。義

務を果たすのは当たり前。義務の上に何がくっつくのか、人間として何がくっつくの

か、ここが大事です。」 

学校生活にも慣れ、部活動も新チームとなり、皆さんは少しずつ学校の中心へと
成長しています。 
今、皆さんに考えてほしいのは、「義務のその先」です。学校生活では、授業に取

り組む、時間を守る、挨拶をする、掃除をする、ルールを守る。誰もがやらなければな
らないことがあります。それらをきちんと行うことは、集団や社会の中で生きていくた
めの大切な土台です。 
言われたからやる。決められているからやる。そこからもう一歩、自分から動いて

みませんか？ 落ちているゴミを拾う、困っている人に声をかける、誰かの頑張りに
気づいて「ありがとう」と伝える。どれも、必ずしなければならないことではありませ
ん。だからこそ、そこにその人の優しさや思いやり、人間としての魅力が表れるのだ
と思います。 
大きなことをする必要はありません。家族、友人、クラス、学校、地域のために「自

分にできることはないか」と考え、小さな一歩を踏み出してみてください。 
義務をきちんと果たし、その上に「誰かのために」という気持ちを重ねられる人へ。

これから皆さんが、周りの人から自然と応援される、そんな素敵な人へと成長して
いくことを期待しています。 

 
《10月予定》            

10月 6日(月)～9日（金） 研究授業週間 

13日(火) 午前授業 

14日(水)～19日(月) 中間考査 

 

 

 

なんと！ １年生が！ 体育祭優勝！！！！ 学年対抗が実施されるようになってから１年

生が優勝するのは初めてのことです！ Ｖ３へ向けてまず、Ｖ１です！ 学校行事の在り

方を学べた体育祭。最後の片づけまでを通して、成長できたのではないでしょう

か？これを学校生活でも活かしましょう！みんなの頑張りを写真で紹介します。 
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体育祭優勝！ Ｖ３へまずＶ１！ 

 



 

 

 

 

 

 

 


